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このニュースは中央団体と県連絡会に送付しています。地域連絡会・加盟組織に送って下さい。

参院選で「増税阻止・減税実現へ」
1000万署名すすめ
草の根から2倍３倍の運動を
各界連が全国代表者会議開く
　各界連は４月22日、国会内で全国代表者会議を開き、９団体30都道府県90人が参加しました。嶋岡事務局長が方針案を提案。民主党政権の閣僚が「４年間は消費税増税をしない、議論もしない」とした公約を破り、増税論議をすすめ、財界やマスコミもそれをあおっている重大な情勢だけに、参議院選挙で国民の「増税反対・減税実現」の意思を示すことが求められると指摘。草の根の「おしゃべり力」を発揮し、これまでの運動量を２倍、３倍にして１０００万対話・署名を進め、増税勢力を包囲していこうと提起しました。また、各界連が作成したパワーポイント資料（ＨＰに掲載）を各地の学習会で大いに活用しようと呼びかけました。
　会議では、「暮らしと経済研究室」の山家悠紀夫さんが「余りにも短絡的な消費税増税論議」と題して記念講演。「財政が大変」「社会保障の拡充が必要」は当然だが、これがすぐ消費税増税論議になるのは短絡的。日本国内には余剰資金があり、対外資産も世界一など、財政危機をあおるのは意図的だと指摘。さらに、企業の経営指標も示して大企業の税負担は国際的にも決して高いとはいえず、数兆円の負担をするのは当然であり、それで企業国際競争力が落ちたり高額所得者が海外へ逃げたりするというのは、脅しにすぎないことを解明しました。ムダをはぶき、負担能力のあるところが負担することを徹底したあとでも、不公平税制である消費税増税はとってはならない政策であることを話しました。また、日本共産党の大門実紀史参院議員が国会情勢報告と激励のあいさつを行いました。

　午前中は約50人が国会要請を行い、日本共産党の佐々木憲昭衆院議員が国会報告と激励のあいさつ。参加者は４万１千の署名を佐々木議員に託しました。

　会議では13人が発言。概要は以下の通りです。
・消費税をなくす会の梅村さん＝朝日新聞が「参院選で消費税論議をすすめて信を問え」と主張し、自民党が「国民安心税」として消費税増税を公約するなど大変な情勢。しかし、財政問題などの国民の不安も対話すれば変えていける。なくす会で取り組んだ「欧州視察」の成果も広めて学習を強めたい。国民の怒りを参院選へ向け組織していこう。
・埼玉県の山崎さん＝地域連絡会の再開を17に増やした。2年間でポケットティッシュは24万個を活用し、宣伝・対話に生かしている。４・１は全県30地域で６７４人が行動、３３００署名、ティッシュ１万、チラシ1万３千を配布した。参院選へ運動をさらに広げたい。

・福岡県の陰尾さん＝4月の宣伝を天神コアで大規模に計画し、６月の学習会も１２０人規模の参加をめざしている。ある高齢者は、この21年間で１８８万円の消費税を払ってきたと怒っている。日経新聞でも財界のシンクタンクの人が、「法人税減税より、収益上げる政策こそ大事」と指摘しているなど、消費税アップ・法人税減税は道理がないことが明らかだ。
・福島県の服部さん＝４・１は消費税導入時に匹敵するような反応があり、とくに福島市と郡山市での「桜の花木」を配った宣伝は好評だった。シール投票でも「社会保障のためでも増税反対」が96％になったのは、生活の厳しさの反映と思う。4月27日は県各界連の総会をおこなう。国家のあり方が問われる消費税問題を争点に参院選をたたかいたい。
・宮城県の永沢さん＝フランスでは失業しても1年間は生活保障されて安心する一方、日本では２００万円の所得で１００万円以上の税・社会保障の負担がある。世界の中での日本の異常さは国民に知られていない、もっと語っていくべき。４・１でシール投票を大規模にやったが「増税賛成」が若干増えているのが、懸念される。
・兵庫県の江浦さん＝県各界連は毎月、宣伝しているが、地域はまだ３カ所程度と少ない。宣伝のなかで業者の人が苦しい経営状態や融資問題で話しかけてくることが多くなっている。活動量を増やすためにも地域各界連の再建・活性化をすすめたい。
・京都府の丹野さん＝先の府知事選では門候補は消費税増税問題でもはっきりと反対を表明。山田候補は「個別の質問には答えられない」という逃げだった。４・１では女性だけの宣伝カーを回して府内７カ所で連続宣伝をやった。昨年つくった「やめてんか」シールとパワーポイント資料の活用をすすめたい。

・徳島県の山本さん＝県各界連は毎年クリスマスには５０人規模でクイズやプレゼントなど用意しての大規模宣伝にとりくんでいる。４・１は県内６カ所で実施し、（次ページに続きます）「これ以上増税されたら困る」の声が多く聞かれた。かつては毎年２万以上の署名だったが最近は１万程度になっているので、力を入れたい。

・兵庫県の溝渕さん＝新党もふくめ共産党以外のすべての政党が消費税増税をいう情勢のなかで、増税キャンペーンを打ち破っていく力が必要。宣伝していても、やはり財源の不安や冷ややかな反応もある。草の根の力を発揮し、宣伝量を倍加させていきたい。
・年金者組合の久昌さん＝後期高齢者医療制度即時廃止、消費税によらない最低保障年金制度の創設の２つの柱で運動している。消費税問題では、逆進性に対して、民主党が「給付付き税額控除」をだしてきているが、このゴマカシを打ち破ることが必要だ。
・石川県の金森さん＝「ぼやぼやしていられない情勢」であることがわかった。しかし、地元のある漁協で共産党が懇談したら、自民党ごりごりのはずなのに、共産党のポスターが張られていたという話があったように、「働きかければ変えられる情勢」でもある。パワーポイント資料は講師がいなくても学習がすすめられる。大いに活用したい。
・滋賀県の稲森さん＝５月１９日から２５日まで「びわ湖一週キャラバン」と銘打って、各界連でいっせい宣伝をおこなう。増税キャンペーンに対して、草の根の力をどーんと発揮することをやりたい。
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＜＜各地の４・１いっせい宣伝続報＞＞
★社保協と共同宣伝、食料品非課税に関心＜北海道＞　北海道各界連は道社保協と共同で宣伝し８団体30人が参加しました。６人がそれぞれ消費税の不当性や増税論の誤りを訴えました。肌を刺す寒風が吹きすさぶ中でしたが、３人の子どもをつれた母親が「暮らしが大変なので、食料品は非課税にしてほしい」と署名していました。この日は、全道64カ所で取り組まれ、署名が１０５２人分寄せられました。新婦人道本部と札幌中央支部の「シール投票」には、若い人や母娘連れなど短時間で55人が投票。「増税反対」が43人（78％）、「せめて食料品は非課税に」が11人（20％)と98％の人が消費税の増税計画に反対していることが分かりました。特に、福祉や高齢化社会のために増税はやむを得ない、と思っている人も対話の中で、ヨーロッパ各地では食料品や生活必需品には税金がかかっていないか、減税されていることを知ると｢増税反対｣に投票するなど、世界の常識が知らされていないことが明らかになりました。新婦人では参院選に向け消費税の学習を支部・反から強めていくことにしています。

★「税金は払えるところから取るべき」＜京都＞　京都各界連の「４・１怒りの宣伝」では、阪急桂駅（西京区）、西院（右京区）、ＪＲ二条駅（中京区）、出町商店街（上京区）、高野イズミヤ前（左京区）、八坂神社石段下（東山区）、京都駅前（下京区）の７カ所を宣伝カーで回り、地域連絡会の人たちと一緒に宣伝をし、延べ約60人が参加しました。ハッピやピンクのエプロン姿で、各界連の「宣伝入りポケットティッシュ」や「消費税増税反対」と書いた風船を配り、シール投票（「消費税増税に賛成」「消費税はなくして（食料品非課税）」「このまま５％で良い」）を行いました。「消費税はなくして」が一番多く２０でしたが、「増税に賛成」も２あり、５％のままは９でした。子ども連れのお母さん方が「食料品は非課税がええなあ」と、「なくして」のところにシールを貼りました。60歳代の男性も「なくして」のところに貼り「税金はもっと払える人から取ってほしい」と言っていました。また、京都各界連と並行して、伏見・山科・八幡の各連絡会でも宣伝行動が行われました。宣伝行動に約20人が参加、大型の横断幕が目立って、買い物客や道行く人たちがびっくりしたように見て通りました。署名してくれた人が「がんばってください」と声をかけたり、チラシ入りティッシュを受け取って「ありがとう」という人がたくさんいました。どの宣伝でも街の人たちの反応がよく、ビラがたくさん受け取られました。

★昼デモや街頭宣伝６台、地元テレビも報道＜熊本＞　熊本県各界連は熊本市新市街で昼デモを行い、70人が参加しました。地元テレビＲＫＢ（熊本朝日放送）が取材し、夕方のニュースで放映しました。また熊本市内を建設労組、民商、民医連、県労連、共産党の５台の宣伝カーが団地や主要駅頭などで、宣伝とビラ配布を行いました。天草市では宣伝カーで市内５カ所を宣伝しました。
★宣伝カー３台で８時間宣伝＜埼玉＞　県各界連はさいたま市を３台の宣伝カーで８時間の宣伝行動。手を振っての激励も複数ありました。川口各界連は消費税増税を狙う民主党への不信が強く対話になりました。岩槻各界連は「民主党に期待したがダメだった」「寒い中、ご苦労様｣の声もかかり、１４３人分の署名。越谷各界連は新越谷駅とせんげん台駅の２カ所で同時に宣伝。市民に注目され、署名も１９２人から寄せられました。
★「増税賛成｣の人も財源で納得し署名＜東京＞　大田各界連は蒲田駅や萩中商店街など７カ所で宣伝。高齢者から「医療費が高い。増税されたらやっていけない」と悲痛な訴えがありました。品川各界連の宣伝で、若い芸人さんが寄ってきて「増税賛成」というので、理由を聞くと「国が財政困難だから」。財源はあることを説明すると「そんな話は初めて聞いた」と署名。高校生や女性も多く署名に応じました。文京各界連は東洋大学の入学式もあり、「消費税が増税されたら学生生活も大変になる。増税をやめさせましょう」と訴えると署名に応じてくれました。中野各界連はサンプラザ近くで宣伝。企業の入社式もあり、ティッシュが好反応でした。板橋各界連は中板橋商店街で２２１人から署名が寄せられました。杉並各界連は高円寺、荻窪、阿佐ヶ谷の３駅で宣伝し１６９人から署名が寄せられました。
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◎代表者会議で確認された「運動方向について」は各県、各団体にメール送信しました。パワーポイント資料はＨＰに掲載しましたので、ご活用ください。
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